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■ 釘 子  　明　Akira Kugiko

一般社団法人陸前高田被災地語り部 くぎこ屋代表

１９５８年　岩手県陸前高田市生まれ

東日本大震災前は、ホテルに３０年勤務、東日本大震災では、自ら被災した陸前高

田第一中学校の避難所を立ち上げ、運営に当たった。また、地元公民館の（復興の湯）

などのボランティア活動も行う・その後遠野まごころネットに所属し、全国から集

まったボランティアの方々に語り部活動を行う。２０１３年、国の起業支援金制度

を使い、一般社団法人を立ち上げ、語り部事業をスタートした！事業をスタートし

てからの語り部や講演を聞いた方々は、５万人以上に上ります。

■地元語り部

１時間コース

コース名 小グループ
（１～２０名）

団　体
（２１～４５名）

１時間３０分コース

３０分増

１１,０００円（税込）

１１,０００円（税込）

３,３００円（税込）

１６,５００円（税込）

１６,５００円（税込）

５,５００円（税込）

※ビデオ映像を見ながら案内する為、できるだけＤＶＤが利用できるモニター付きの

　バスをご用意ください。

■陸前高田市内講演会

１日１回（２時間）

コース名 料　金

１日２回（２時間×２）

上記以外

３３,０００円（税込）

５５,０００円（税込）

要相談

※陸前高田市内講演の場合、当方でプロジェクター・スクリーン等を用意する場合は

　機材代として１１，０００円頂きます。なお会場費につきましては、お客様負担となり

　ます。

■陸前高田市外講演会

１日１回（２時間）

コース名 料　金

１日２回（２時間×２）

上記以外

５５,０００円（税込）

１１０,０００円（税込）

要相談

※陸前高田市外講演の場合は交通費及び宿泊費が別途発生いたします。

※講演会にて、各自に資料が必要な場合には、お１人当たり２００円の資料代がか

　かります。また、６０名以上の場合は資料データを（１１，０００円）お送り致しま

　すので、お客様にて印刷をお願い致します。

※語り部、講演会のどちらも事前の予約が必要です。なお、予約がない場合、語り部

　ができないことがあります。

※予約時間に遅れた場合、延長料金が発生する場合があります。時間の変更時は必ず

　お電話下さい。

※上記の金額は全て税込みです。

※令和２年１０月現在 このパンフレットは、 ３．１１メモリアルネットワーク（ＪＴ  ＮＰＯ応援）基金新型コロナウイルス緊急対策助成金支援を受け作成しました。
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東日本大震災写真展と

ミニ語り部

　震災前の陸前高田の風景・震災後の町・岩手県立病院を襲う津波・

避難所生活・炊き出し支援ボランティア・復興への歩み・町並みの変化・

七夕祭り・子供達の笑顔・熊本地震や、西日本豪雨災害の被災地の写真

など、約３００枚を超えるＡ３サイズの写真で、東日本大震災の出来事を

時系列で見て頂き、自然災害を他人事ではなく自分事として考えて頂く事

を目的に開催しております。

　開催の詳細については、経費も含め相談させていただいております。是

非多くの方に見て頂きたい、写真展です。

東日本大震災の経験から

学ぶ防災講演！

　震災当時の陸前高田市立高田第一中学校の避難所での、生き延びるため

の行動などを、震災当時から写真映像を時系列で見て頂きながら、解りや

すく説明させて頂きます。

陸前高田市内を

回りながらの語り部

東日本大震災津波伝承館駐車場集合（ビデオ映像を見ながら説明）

➡ タピック４５ ➡ 促進住宅跡 ➡ 東日本大震災追悼施設（黙祷及び

市民体育館・市役所等の説明） ➡ 大石栃が沢地区高台（災害公営住宅・

防災庁舎） ➡ 気仙町高台（高田松原及び、市内の復興の様子を見学）

➡ 東日本大震災津波伝承館駐車場

　この質問は、私がいつも問いかける事です。東日本大震災後、南海トラ

フ、東海沖地震、一週間の備蓄を備えましょうとあれだけ日本各地で言っ

ていました、でも、多くの方が災害の際、避難所を知らないんです。

　おかしいと思いませんか、何故、皆さんは、災害の際避難するべき避難

場を真剣に考えないのでしょうか！

突然ですが、

皆さんに、

質問です！

・皆さんは、自分の避難所に、行ったことがありますか？

・その避難所にどの様な備蓄、設備があるか知っていますか？

・そして、その避難所が、本当に安全か真剣に、考えた
  ことがありますか？

　此の事は、大きな間違いだと言う事を知って頂きたい！

　災害は、津波だけではありません、津波・地震・火山の噴火・台風・土

石流・ゲリラ豪雨・竜巻・大雪数え上げるときりがない、そんな、世界的

に自然災害リスクの一番高い国日本に、私たちは住んでいるんです！

　是非、この機会に、自分の避難所について、真剣に一緒に考えてみませ

んか！自分の愛する人、大切な人の命を救うため！実は、此の事が、今回

の東日本大震災で、お亡くなりになった方々の一番の供養になると私は信

じて、伝えています！被災地からのお願いです！

「これは、皆さんが、災害に遭わないと思っているからです！」

★見学コース（９０分）
※バスは、ＤＶＤを使用できるものをご準備ください。

バスなどに乗車しての語り部になります。

講演時間 ９０分

質疑応答 ３０分


